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論 文 内 容 要 旨
日本の稲作は、西南暖地の一部で直播稲作体系が採用されているのを除けば、育苗 ・移植体系が








直播稲作体系の確立のための研究は、歴史的にも古 くか らなされて きた。 しかし、 この技術は日
本の稲作の中心的技術体系とな らなかった。その理 由は、次ぎの3点 に要約される。
1)雑草の繁茂、縞葉枯病の多発等のため、育苗段階が不必要等その技術の性質から期待 される程
労働時間の節減に繋 らなかった。


















1.通 常の育苗条件 下での 初期 生育 の遺伝 変異1
稲の3生 態種(日 本型品種(12品種)、イソド型品種(13品種)、 ジャワ型品種(11品種))
に属する品種を用いて、機械移植のための箱育苗に類似 した条件下で初期生育の品種 ・亜種間差異
を検討 した。
1)胚 及 び 胚 乳 重 と初 期 生 育 の 遣 伝 変 異
種 子 の 置 床 後 の 生 育 段 階 を 約10日 間 隔 に 分 け 、 生 育 の パ ラ メ ー タ と して そ れ ぞ れ の 時 期 の 地 上




















































































とは有意の相関を示さなかった。但 し、 日本型品種では相関係数が極あて小 さいか、場合によって
は負の相関がみ られたのに対 し、イソド型品種では相関係数が日本型品種の場合よ りやや高 く、ま
















































































































〔類 縁 関 係]
各生態種ともに4品 種群が識別され、これらの品種群は生育段階が違っても同じ生育パターソを
示 した。これらの品種群のい くつかは同じ用途(酒 米)、血縁関係、類似の環境への適応を内容と
して持つ特徴が見 られた。また、各生態種の各品種群の生育に関するパラメータの生育時期を通 じ
＼







イ ン ド型 〔第一品種群〕:葉面積が拡大 し、地上部乾物重が大きい。




三螺 羅 覆嚢:地上部乾物重/葉 面積比が高 く、そのことが純同化率、相対生長率を高め、地上部乾物重を高めている。
ここで注 目されることは、 日本型品種の第二品種群及びジャワ型品種の第一 ・四品種群のように、
地上部乾物重/葉 面積比が高 く、そのことが純同化率、更に相対生長率を高め、その結果地上部乾
物重が高 くなると見 られる品種群があるのに対 し、イソ ド型品種の第一品種群のように葉面積を拡
大 し、そのことを通 じて地上部乾物重を高める品種群が存在することである。
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2.異 な る低 温 、 還 元 条件 下 で の 発(出)芽 の 遺 伝 変 異
1)自然条件下での出芽の遺伝変異
稲の3生態種(日 本型品種(53品種)、 イソ ド型品種(16品種)、 ジャワ型品種(19品種))
に属する品種を用いて、1985と1986年のニケ年にわたって、 自然条件下で出芽の品種 ・亜種間
差異を検討 した。催芽後播種 した苗箱は、1985年は3月29日に、1986年は4月1日 に灌概水掛
け流 しの圃場に設置 し、湛水深3伽 とした。なお、1985年には3/29、4/8、4/18、4/27
k播種 し、それぞれ一ケ月後に材料を採取 したが、1986年には4/1、4/21、4/30に播種 し、
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































両 年 に わ た っ て 、 日本 型 品 種 の 中 に 高 い 出 芽 率 を 示 す 品 種 が 多
く存 在 し た 。 ま た 、 ジ ャ ワ 型 品 種 の 中 に も 高 い 出 芽 率 を 示 す 品 種
が い く つ か 存 在 し た 。 し か し、 両 年 に わ た りイ ソ ド型 品 鍾 の 出 芽
率 は 低 か っ た 。 両 年 を 通 じて 特 徴 あ る 出 芽 パ タ ー ソ を 示 し た 品 種





























































































































































第二品種群は、低温下で出芽 が遅延す るが生存可能で あ り、第
















































































即 ち、温度と浸漬時間に関係な く発芽す る群(A群)、 高温で短時間では発芽 しないが低温でも
一定時間後に発芽する群(B群) 、高温では発芽するが低温では発芽 しない群(C群)及 び温度と




















































属 し、次いでD群 品種が多 く、若干の品種がB群 に属 していた。イソ ド型・品種 の殆どはCとD群 に





































































LT50が12、11、10℃の温度域 に広 く分布 していた。
これに対 して、 イ ン ド型品種で はLT50が12℃以上 の品種 がかな り存在 し、多 くの品種 のLT50
は12℃で あ った。 また、 ジ ャワ型 品種 の大部 分のLT50も12℃ で あった。 日本型 品種 は、 低温域
で の発芽 の能力が高い ことが しめ された。更 にイ ソ ド型品種のLT50が12℃で あること も従来 のイ
ン ド型 品種 の低温域で の発 芽特性 よ りも低い温 度域で あることを示 して いる。
4)土壌の異なる還元状態下での出芽率の遺伝変異
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高い評点を示す品種が多 く存在 していた。他方、草丈 と乾物重を見ると、どの生態種も209添加区
で無添加区との平均値の差が有意となった(但 し、草丈は日本型品種のみ有意)。 これはこの澱粉
添加量の域で土壌の鉄、燐酸等の無機成分が可吸態にな り、且つ還元の害作用 も起 こらない ことに
よると推察 した。
3,ア ル7ア ア ミラー ゼ 活 性 の 遺 伝 変 異
1)ア ルファ ア ミラー ゼ活性 と初期生育
日本型13品 種、 イ ン ド型12品 種 及びジ ャワ型11品 種を供試 し、 恒温器中で ろ紙上で発芽 させ
3日間隔で3回 測定 したアルファ ア ミラーゼ活性の9日 間の積分値 とガラス室 内で生 育 させ た苗の
地上 部乾物重 と相対生長率 の相関関係を検討 した。 どの生態 種 において もアル ファ ア ミラーゼ活 性の
積分値、地上部乾 物重及 び相対生長 率の間には直線 回帰の関係 はみ られ なかったが、 これ ら三要 因
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硫化水素添加区を設け、温度及び酸化還元電位の異なる区を作出し、 これ らの条件下でアルファ ァ
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以上のことか ら、アルファ ア ミラーゼ活性は初期生育に於けるエネルギー生成系として重要では
あるが、その澱粉分解の速度 と量は品種、亜種間で多種多様であり、少なくともその活性化機構は
生態種が分化 した環境条件に対す る適応の面は弱いものと推察 した。
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審 査 結 果 の 要 旨
日本の稲作は,西南暖地の一部で直播稲作体系が採用 されているのを除けば,育 苗 ・移植体系
が主流となっている。 しか し,今 日の日本の稲作は,貿 易自由化の波に曝されようとしてお り,、
その生産費の削減の必要性が大きな課題 とされている。稲作における生産費の削減は,農 業機械
の維持,利 用体系,農 耕地の面積,貯 蔵 ・輸送体系など播種から収穫,さ らに食卓に至るまでの
過程に関わる全ての段階について多方面から検討 されなければならない。
これら稲作の経費軽減に関わる諸課題の中で,栽培技術の立場からの生産費軽減のための取 り









後の初期生育,3)更 に,種 子の発(出)芽 とその後の初期生育に関わるエネルギー生成機構 と
してのアルファアミラーゼ活性の遺伝変異を検討 し,直播稲作体系確立のために考慮すべき品種
特性を明らかにした。
以上の研究は,寒冷地における湛水直播用品種育成のための基礎的資料を提供したものとして
評価することができ,審査員一同,著 者を農学博士の学位を授与するに値するものと認定した。
,
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